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第 1j章
格処理とt;t
コレーム 2
絡の貨と

(全6j量)

(全67L・4

併に、tfl仰とIJ fJ.J:噌ちに何事かを知
ら臼 ζくItるむののことてあり 私たちの
!'p日 Lる干確かな知識をさらに確実にし
て れるむのです。現代科学において情
籾t;t 悌作エネルキと並ぶ最も基荷物
慌之てあるとされています。

'JんらかのtA紛を得たとき.その情報か
為~..~/*定や tわ判IJ断争するためlに.こ:とれtほまと有用
て dあ~)るのBか‘!~ 司そトの情+締gの賃によつてj決央ま
り
栂を受けとる人のi抗式J況Eなとによつて異なる
ことになります。一方、 情緒の量とは、そ
の情報を得たことによって、私たちの気薗
の才確かさか肢かした程度といえます.
情栂を利判qに服うには、情報の量が鑑

宮に定義きれている必要があります.情事E
の11も基本民向形l主、イ工スかノーか、口
かlか ONかOFFかのような二者択一

りliV-。しI唱かつて情絡の貨はそ制官
掃をJtけとる〈のIA，Jtなとによって異なる
・とになります。一方 情絡の量と倍、そ
の十前日を得たことによって 私たちの筑薗
の不確かさか局少した程度といえます。
情，øを科判~tこ担うに倍、情績の量が厳

宮に定義されている必要があります.情報
の鼠わ基軸恰JI:!;t，イ工ヌかノーか、日
かltJ、 ONかOFFかのような二者択一
まのものです。この三者択ーで表す事象を
情線量の単笹とし、!ヒットと呼んでいま
す。
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第 Ij車 ( 主6章)

情絹処理とは
フレーム 3 (全67H..)

情格処理とは…l

第 Ij叢 (全6重量)
情緒処理とl;t
フレーム 4 全67H.

愉停制理.r(;t'..2

。̂I)

~Ij車
情報処理とl;t
フレーム 5 全671-4)

'れまての情絡処理

tA紛処理とは、与えられた情緒から
庶ずべ会目的に役立つ情報を得るプロセス
のことです。すなわち、情報かシステム固
を単にi鋪hしていく(これを情報伝達と呼
Uますjのてはなく 存在する情絡をiI釈
し 加工してより価値のある情織として
1与るための自櫨泊ザ4手段といえます.

われわれにとヮ て、最も身近な情報処理
Jステムl;t、八閤それ自体てあるといえま
す'.人間舎含む生体に釘いて俗、その内gj!
て情報処理を行う部邸主主に大脳です。五
懸より1専た{華々 な情絡を、大脇ごよって取
!昔 l雪択 . ~理し その~でとるべき応答を
判断し 行動しているのです.

f高怖切U!I:t生i事以ク|のさまさまな組績
においTも重要になっています。たとえば
ヒシネスにおいて、判断ゃ意志史定はすぺ
てなんらかのデータゃ情綴をもとにして行
れています。とくにその判断や意志決定

か温度になれはなるほと、ナマのデータや
情報を直1裏利用することよりも、目的とそ
って加工・処理されたデータや情絡を必要
とすることが多くなっています。これらの
情報処理は、これまで1;1すべて入国によっ
て行われてきました。
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(全67L-t..)

議2章(主6章)
ハートウェアの歴史
フレームロ (宝971-t..)

岨 A

再?山町悶

~2章(孟6章)
パードウ工アの歴史
フレーム全9J~-t..)

l ン ~.1 ー クの起源

F ごろか現在(j)よ?に弘たちをとりま
、!;llt!か湾?I化1..， l:fVり阪われる情報が多
tなヮて ると 情紛処理を能率・良く行う
こ止か〈聞の手作業ては固灘になってきま
。その高度な情糊襲、私たちの手作

業かう賠償さぜるために生み出された橿織
か コンピュータてす。コンビ1ータ俗
情報処理に乞げるテータの記憧・検索・加
工を 高直かつ正確に行える画期猷陪揖暢
てす。そのため今日でほ情報処理といえ
l:tコノビュータによるそれが典型となって
きています。

<lr 

-ー

1ンピ1-タのハードウ工アの面から
ての尭生と歴史を見ていきましょう。ハー
ドウzアとは コンピュータ ・システムを
IA$;ずる育Itの袋置や機器の総務で、本体
(CPU 七ノ卜ラJlI・ブロセッシンク ・
ユニッ卜)のl;tか名樋の周辺撮器、関連
器を含もむのです。この章でi草、主にコ

ンピュータ本体の歴史を学習します.

1ンピ.1ータのJ車，ねまいわゆる計.鎗鎗
ーあり 中国の~I ロパンに始まり 、 183
3年のテ¥，，-Jvス=パベジ(イギリス)が
自thl十堕侠てある解析俊関(ディファレン
フ・工ノジン)を考案しています。.初の
謁理法I~と 1..， ては 1944年ハーパート
大学の工イケンかMark を完戚さtt
ていますa これには論理泰子として電硲リ
レーを用いてあり まさに f電気計開援j
と呼ふにふさわしい物です.
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第2章
ハートウ工アの歴史
フレーム 2 (圭97H.)
n川 AC(エ二 Yック)

97l-4) 

M<. r'k I から24"1量、1946年に
アJリη.，.ノノルハーア大学でJ・p.
エッヵートi:J・W.モークリーヵIアメリ
力の IBM社と立岡て世界置初の電子計算
Il!てあるEト11AC (Eleclronic地冊erical
Inl "，，~rator 白r)j C<llculator)を完戚させて
ています。こ111;1、アメリ力陸軍か兵器開
主のための簿直計嵐用という緊急な軍事的
要求に基づいて開発きれたものです。
E 1¥， 1 ACI=t一式て重さ 130トン、 1 

400平方Yートルの床面積を占め、 18
8口口ずの莫空管と 1500個のリレー

ザ，のための~fIlmrJ用という緊急な軍事的
努十Lに想づいて開発主れたものです。
EI'I 1 ACI;t-j:t，て重さ 130トン、1

100平方/-ト)[1の床面積を占め、 18
800本の真空箸と 1500掴のリレー、
約万ブートJlIの電線か使用され 150キ
ロつり卜の電力をA貸する巨大なコンビュ
ータてす。性能l主演賞速度か 10桁の加減
尊を毎秒5400回乗算を300固こな
し IOOAの校術者が1~年かからねばM
げないm~な問盟をわずか2時間で解筈を
出しています。

区川 1ACI;t 11ご11色去を使用し ブロク
ラム(.1ボー ド上の量Gi~I.~よって竹うため
その作家1，1'骨の折れるものでした。これに
続いT ラ自の電子計量軍機の基礎をなすプ
ロクラム記億方式と2i生去をI柔用したED
VAC(工ドパック ・EI鉛 tronicOiぉrete
1匂rIalile向Jt棚 tic Computer)の開発をぺ
ンシルバニア大学で着手、1950年に完
威しています。これと同し方針でイギリス ・
ケンフリッシ大学のM・V・ウィルクスが
EDSAC(エトザック ・EI民 tronicOelay 
Slora':Je削t欄 tion Com仰ter}を製作、 1

企 L~ρ
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!日i

(i:6章)

話2章 (全6章)
パートウェアの歴史
フレーム 5 全97l-i.)

・1 ンビュータ~3世代

E IJSAC ( 11 りゴク ・ El~tronic Delay 
l or<i'~ 出回l j，)n C抑制 er)を製作.1 
949年に完$.しτいます。これらの計鱒
慢の主記慢装置にl;t超音畠遅延線か用いら
れ、記慣言量l;t1口om罰皇度で ブロク
ラ三ンクl占拠f鹿HiTわれています。世界
初の商用電子計尊援としては、 1951 

年1':アぜリ刀のレミントン・スペリーラン
卜社1)'UN1 VAC 1 (ユニパック ・
LtHt匂rョaI A.Jt倒悶licCω1削ter)を、また
1953年にl;t1 BM社が 1BM70 1を
毛主しています。

0lil1里t.rと1τ1要われできた真空管にか
わり 19484に発明されたトランジス
タか ~t薦綾1'::本格的に使われ出し、 計m
f貨の大型化・高速化か1量められています.
この時期は IBM社か 18M7070及

IBM7090を またレミントン・ス
ミリーラント社がUNIVAC 3を発表
しています。
周邑装置としては主記憧蓑置に磁気コ

ア記慢装置か実用化され、大容量福殴量購
装置・高速の入出力機器の開発も進められ
ています。

E噂体の進歩に
り生まれ介 ICにより、計算概tまますま
聖北・高速化されt コンビュータげ備

の体手itの涼一歩かなきれている時代です。
この世代ては 1964年に IBM社の

IBMシコテム/360を初めとする小型
からす型まてをシリースとするファミリー
{じか行われています。また、 lCによりコ
ンパク卜に設計されたミニコンも 1965
年に量得しています。
また 王記億装置にはこれまでの磁気コ

アよりむ小型・高速・低消費電力である半

-!)日戸
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LSIの尭漫により、破淳のよいミニコ
ンビュータやマイクロコンビュータか現れ
はじめます。これにより、大型計算搬Uミ
ニコンビュータやマイクロコンビュータを
渦;1:として内つことができるので、世来の
集中処理方式から分敏処理方式の傾向が強
まり ネットワークアーキテクチュアが重
要視されるようになっています。
大型機てはコンビュータのシリーズ化

て成功をおさめた IBM祉が IBMシステ
ム 370を発表しました.また、日本の
富士通がFACOM230、日本電気がN

蕩2章 (全6車 L... 主止jAI :.J-ー，
ハートウ工アの歴史 I ~- j " ー -i 

コ広三会354誌で12訂三J~x

、ー寸 I l' r> 1 I I 

第2章(全6章)
ハートワIアの歴史
フレーム 5 全97L-4)
ンピューク系3世代

18!vE..'I)-:i つ70

r:え型化・品沼化され コ ・ノピ~-タ1安浦町
のr.品化の簿一ずかなされている崎代です.
、二の世代てtj、 1 964~に IBM祉の
IBMシステム/360を初めとする小型
からす主1までをむリーヌとするフ7ミリー
f回;灯われています。また ICによりコ
ンパウトに設計されたミニコンも 1965
年tこ量I号しています。
また 王記健装置にはこれまでの磁気コ

アよりむ小型・高速・低消費電力である半
理事1事メモリか登t号し 以後温気コアにとっ
て代わることになります。

写真3-2-19
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i8Mシリース 3"('0 

j機ては、コンビュータのシリー文化
て$.功を討さめた IBM社か IBMシステ
ム 370を発表しました。また、日本の
富士通かFACOM230 日本電気がN
EAC2200、目立かHITAC880
0なとをそれそれ発表しますが全嗣拡
コノビュータア F キデクチlアの著しい波
書tl見られなくなっています。ミニコンビ
ュー与の分野では、干本学~備計算のような
1寺定の演算か~を彼いて高速に行えるスー
パーミニコンが量悔し、各種研爽到などで
利用されています。
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ータの性能に匹徹する 16ヒットマイクロ
ブロセッりか名社から発表されます。また
1981:年に入って32ヒ.ツトマイクロブ
ロセッりも発表され始め 1984年のア
メリカ ・モトローラ社の32ヒットMPU
(マイクロ ・ブロセッシンク・ユニット)
MC68020の登t5tとより、コンビ.1-
タの分野に新たにEWS(エンジニアリン
ク・ワf クステーション)という領媛を築
きました。 因みに 1985年に発表注れ
たインテル社の32ヒットマイクロブロセ
ツザ i80386には、275.000個

I事E

MC68020の量15により、コシピ.1-
タの分野に新たにEWS(エンジニアリン
ク・ワ クステーション)という領滋を築
きました。因ゅに、1985年に発表され
たインテル社の32ヒッ トマイクロブロセ
ツザ i80386には、 275.000個
のトラノジヌタに相当する回路か集積され
ています。このように 半導体妓術の急逝
な進歩により マイクロブロセッザ及びマ
イクロコンビュータヘ ワークステーション
等はわずか 10数年のうちに著しい進歩を
遂げるようになります。
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